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要 旨 
2020 年度実施に向けた学習指導要領の全面改定に伴い、小学校の新教科「外国語」に関しても文科省から教員養成・
教員研修のための小学校教員養成課程外国語（英語）コア・カリキュラムが発表された。コア・カリキュラムでは小学校
における英語の授業設計と指導技術の基本事項や、小学校教員に求められる英語力の指標などが提示されたが、本稿では
その中から特に重要指導事項と思われる「授業実践」と「授業実践に必要な知識」に焦点を当て、小学校での「外国語活
動」の実例と対比しつつ、小学校教員養成課程における英語の指導法の諸特徴と留意点の分析を行った。 
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Ⅰ．はじめに 
平成 29 年 3 月、文部科学省（以下、文科省）は、
2020 年度実施に向けた新学習指導要領を公示した
（文科省、2017）。この新学習指導要領の実施に伴い、
日本の英語教育はグローバル化の進展を見据えて大
きく改革され、小・中・高等学校の英語教育におい
て一貫してコミュニケーション能力の育成を目指す
抜本的な改革がなされている。中でも、小学校の外
国語活動の教科化、早期化は重要な改革のひとつで
ある。 
現学習指導要領（文科省、2008）では、小学校の
外国語活動は「活動」としての位置づけで、5，6 年
年生で実施されているのに対し、新学習指導要領で
は「外国語活動」は 3，4 年生に、「教科」としての
「外国語」が、5，6 年生に導入されることになる。 
文科省（2014）は、外国語活動を『今後の英語教
育の改革・充実方策について報告～グローバル化に
対応した英語教育改革の五つの提言～』で、教科化
するにあたり、より専門性の高い教科指導を行う指
導者養成の必要性を指摘している。具体的には、児
童が発達段階に応じた英語を使って「聞くこと」、「話
すこと」、「読むこと」、及び「書くこと」の４つの技
能にわたる総合的なコミュニケーション能力を身に
つけることができるよう十分な指導力を持つ教員の
養成が必要となるため、大学の教職課程において新
たに英語指導法に関する科目、また、音声語彙、表
現、文構造、文法などの英語に関する基本的な知識
や、発達段階に応じた適切な指導法、教室英語など
実践的な内容を履修させることが必要との提言がな
された。 
これを受け、文科省は平成 27 年度「英語教員の英
語力・指導力強化のための調査研究事業」を立ち上
げ、小・中・高等学校の現職教員向けの研修用と大
学の教員養成課程用のコア・カリキュラムを作成し
た。 
 
Ⅱ．大学小学校教員養成課程における重要指導
事項 
筆者は小学校現場で ALT（外国語指導助手）とし
て、外国語活動に関わっている。 
この章では、筆者自身の小学校現場での指導経験
を踏まえ、大学教員養成課程において教員志望の学
生が最も優先して身につけておくべきと考える具体
的な指導事項を考察する。そのためにまず、コア・
カリキュラムの指導事項の中から特に重要な項目を
選び出すために、現職小学校教員が感じている課題
を見てみたい。 
文科省が行った調査『平成 26 年度小学校外国語活
＊岡崎女子大学非常勤講師  
 動実施状況調査』（文科省、2015）の「小学校外国語
活動に対する教員の意識」によると、67.3％の教員
が「英語が苦手」と回答している。また、今後の課
題として、51.7%の教員が「指導力」と回答している。
また、教員に必要とされる研修として、約 6 割が「具
体的な活動」を挙げている。 
筆者が 2017 年 11 月に、愛知県あま市立小学校 3
校の現職教員を対象に、新学習指導要領の移行措置
としてスタートする中学年での外国語活動、高学年
での外国語科指導に対する意識調査を行ったところ、
やはり教員は「英語力」に最も不安を感じ、「外国語
科、外国語活動の指導力・技術」を課題と感じてい
ることがわかった。また、ある教員に、外国語活動
を指導するにあたって、大学で何を学んでおきた
かったかと尋ねると「クラスルーム・イングリッシュ
がさっと口から出るようにしておきたかった。」との
回答を得た。 
これらのことから、大学の小学校教員養成課程の
最優先指導事項は「クラスルーム・イングリッシュ」
と児童と、やりとりができる程度の「英語力」、そし
て小学校外国語教育に必要な「指導力」と言える。 
第 3 章ではこれらの「クラスルーム・イングリッ
シュ」と、担任に必要と考えられる「英語力」、第 4
章では、「指導力」について、授業実践において具体
的にどのような知識、スキルが必要とされるかとい
う視点から論考し、大学の教員養成課程の指導事項
の提案としたい。続く第 5 章では、現場での指導実
践を通して特に教員養成課程で指導すべきと考えら
れる内容について詳しく述べたい。 
Ⅲ．クラスルーム・イングリッシュと使用法 
1．クラスルーム・イングリッシュ 
クラスルーム・イングリッシュとは、授業中、教
師が指示を出すために使う英語である。教員はこの
クラスルーム・イングリッシュを習得し使いこなせ
るようにならなければいけないが、英語に苦手意識
を持つ小学校教員、および小学校教員志望学生に
とって、すべてを一度に習得しようとすることは心
理的負担が大きくハードルが高くなる。よって優先
順位をつけて身につけられるようクラスルーム・イ
ングリッシュをその機能によって、次のような 3 つ
のグループに分け、優先順位の高いものから段階を
踏んで習得し、使えるようになることを筆者は提案
したい。 
Group.1 は、最も基本的な、Stand up. Sit down. Make 
groups. などの基本動作の指示を出すための表現と、
Good job! Great! Good luck. Stop talking. のようなほ
める、励ます、注意するなど指導に必要なフィード
バックの表現。 
Group 2 は、児童の発話を促すための語りかけに必
要な英語表現。 
Group 3 は、ゲーム等、アクティビティのやり方を
説明するための英語表現。 
Group 1 は、最低限教員が覚えておかなくてはいけ
ない表現であり、実際に現場の教員がまず覚えてお
きたいと切実に感じているものである。なぜならば、
小学校は全人教育の場であり、教科の専門知識、技
術を伝授する以前に、学校での生活全般のあらゆる
場面で児童をしつけ、導いていくことが大きな教育
目標だからである。故に、教師の指示に従い、規律
を守ることを児童に徹底させるために、教員はまず
Group 1 の指示やフィードバックの表現を最も優先
して習得するべきと言える。 
最もシンプルかつ重要度の高い Group 1 を使いこ
なせるようになれば、Group 2 の習得に対するハー
ドルが下がる。基本的な How’s the weather? What 
time is it? What day is it? What’s the date today? など、
毎回の授業の始めにできる簡単な児童とのやり取
りのための会話表現は、まず覚えて使いたいもので
ある。そこから徐々に授業で児童がすでに覚えた表
現ややり取りを、復習の意味もかねて機会を捉えて
使っていくことで、使える語彙表現を増やすことが
できる。 
慣れてきたら、Group 3 のゲームのルールやアク
ティビティのやり方の英語表現をシンプルなもの
から覚えていくとよい。この Group 3 は、ゲームや
アクティビティによっては、英語で説明しようとす
ると難易度が上がり、教員に負担感があると同時に
児童にも理解が難しくなるときが実態としてある。
さらに 45 分間、時には行事等のために 40 分になっ
てしまう短い授業時間の中で、導入、振り返りの時
間も考えながらアクティビティの時間を十分確保
するためには、ルールややり方を日本語で説明した
方が効率がいい場合があるため、習得の優先順位と
しては最後でよいと考える。 
クラスルーム・イングリッシュの使い方で注意す
べきことは、教師がクラスルーム・イングリッシュ
を使うことにこだわり過ぎないことである。英語に
よる指示、説明を理解させることに時間を取られて
 しまうようでは本末転倒である。クラスルーム・イ
ングリッシュは、授業で何が優先されるべきかを考
えて、児童の様子を見ながら臨機応変に使う必要が
ある。限られた時間の授業では、児童が「めあて」
を達成できるよう、児童に習得させたい英語表現等
を使う時間を最大限確保することが優先されるべ
きである。 
このように段階を踏んでクラスルーム・イング
リッシュを覚え、既習の英語表現を使って児童との
簡単なやりとりができるようになれば、多くの教員
が抱く漠然とした「英語力」に対する不安はなくな
るはずである。 
２．効果的な日本語使用法 
前項で述べた通り、小学校現場では時間の制約や
児童の実態によって日本語使用が避けられない場面
が往々にしてある。ここでは効果的な日本語の使用
方法について述べたい。 
教師が外国語で説明をした後、児童に母語にさせ
ると、児童は外国語にも耳を傾けるようになると
Cameron (2013) は指摘している。また、金森（2017）
は、初めはある程度日本語の助けを借りることは避
けられないが、児童の理解度に従って日本語の使用
を徐々に減らすことを提案している。 
筆者は授業中、ほとんどの児童が英語の指示を理
解できない時は、わかる児童に「通訳」を頼む。そ
うすることで、学校外で英語を習っていて学習内容
のレベルが低すぎると感じている児童の活躍の場を
作り、授業に引き付けることができるからである。
同時に、助け合い、学び合うクラス作りに貢献出来
るという利点もある。時間が許す限り、教師が日本
語にしてしまうのではなく、児童に推測させ、必要
に応じて協力しながら理解することを体験させるべ
きである。このような過程を経て理解できた時、児
童は大きな達成感を得て、それが自信と高いモチ
ベーションにつながっていることが振り返りカード
からよくわかる。 
担任は授業前に ALT とよく打ち合わせをして、限
られた時間を最大限活用し、良質なインプットを児
童に与えられるよう工夫すべきである。 
大学の教員養成課程では、クラスルーム・イング
リッシュに加え、日本語の効果的な使用方法を学生
に習得させることは必須であろう。 
 
 
Ⅳ．外国語活動・外国語科授業実践に必要な
「指導力」 
１．小学校外国語教育に必要な「指導力」 
コア・カリキュラムの「授業作り」に、学生の到
達目標として、「題材の選定、教材研究ができ、学習
到達目標に基づいた指導計画について理解し、学習
指導案を立案することができること」と書かれてい
る。 
現外国語活動では、文科省は指定教材の「年間指
導計画・単元計画・学習指導案」を示し、教員はそ
の指導案を見て授業を行うことができるようにして
いる。しかし、各学校、各クラスの実情（児童数、
行事、短縮授業、日によって変わるクラスの雰囲気
など）や、児童の興味関心、学習到達度によって、
必ずしも授業をこの通りに進められるというもので
はない。故に、教員は学習指導要領の目標を理解し
たうえで、外国語科、外国語活動の目標、単元目標
を達成できるカリキュラム、授業案を自ら立案でき
なければならない。各授業、各単元の目標を常に念
頭に置き、アクティビティの難易度の調整や別のア
クティビティに変更するなど、クラスの実情に合っ
た指導案を準備する力が必要とされる。 
また、事前の指導案立案のみならず、時には授業
中に児童の反応を見ながら、臨機応変に対処できる
力を身につけている必要がある。 
このようなことから、「指導力」がある教員とは、
難易度や所要時間別、目的別のアクティビティを少
しでも多く知っている教員であると言える。 
２．授業案立案の留意点 
小学校の外国語活動では、児童はゲームやインタ
ビュー等、「タスク」と呼ばれる課題達成を目的とし、
目標の語彙表現（ターゲット・センテンス）を実際
に使いながら身につけていく。 
授業では、新出語彙、表現をドリル練習や簡単な
ゲームで導入し、それらの語彙表現を児童は設定さ
れた場面でのタスクを達成するために実際に使って
自分のものにしていく。その場合、児童の実態に合
わせたタスクの設定が重要である。調整の仕方は大
まかに次のように考える。 
ターゲット・センテンスが難しい場合は、タスク
のルールや目的を単純にすることで、児童の負担を
軽減し、言語処理に集中できるようにする。逆に、
ターゲット・センテンスが易し過ぎて余裕がある場
 合は、ゲームのルール等を複雑にするなど、タスク
の難易度を上げ、児童が退屈せずに繰り返し目標の
英語表現を使えるように工夫する。 
新学習指導要領（文科省、2017）では、「思考力・
判断力・表現力」の育成が目標の一つとして掲げら
れている。タスクを、目標英語表現を覚えてやりと
りするためのものだけのものでなく、思考力、判断
力、表現力を伴うものにすることを意識したものに
することで、単純すぎる活動が知的レベルの高い活
動となる。 
活動例として、”How are you?” “I’m happy.”など、
感情や状態を尋ねたり答えたりするフレーズを覚え
たら、相手から聞いた答に相応しい、または相手が
必要としているものを考えて、そのアイテムの絵
カードを渡してあげる活動にすることで、思考力、
判断力を伴い、児童はよりクリエイティブな知的活
動をすることができる。こうした工夫は多くの教室
で児童をよく知る担任が行っていることである。 
このようなタスクの調整は、授業立案段階のみな
らず、授業中も児童の様子を注意深く見ながら、臨
機応変に対処することが大事である。 
３．ゲーム導入時の留意点 
ここでは、指導案立案時におけるゲーム導入時の
注意事項を挙げたい。外国語活動でのゲーム導入に
おいて最も重要なことは、ゲームは楽しむことが目
的ではないということである。これは児童だけでな
く教員も時として忘れることが多いので、あえて挙
げておきたい。 
「ゲームは外国語を使わせるための手段」という
ことを常に心に留め、このゲームが本当に身につけ
させたいターゲット・センテンスを使うためのもの
になっているか常に精査することが大事である。 
次に、タスクを決める際に大事なことは、そのタ
スクを通して児童に「正確さ」(accuracy)を身につけ
させたいのか、「流暢さ」(fluency)を身につけさせた
いのかを明確にすることである。Scrivener（2015）
は、「正確さ」と「流暢さ」は相反するものなので、
例えば、流暢さを求めるアクティビティ中に、過度
に間違いを訂正することは学習者の発話の意欲を失
わせることになるので慎むべきであると述べている。 
このような観点から、小学校外国語活動でよく取
り入れられるゲームで、特に注意しなければならな
いゲームをひとつ具体的に挙げておきたい。 
それは、「速く終わったチームが勝ち「時間内にた
くさんのお友だちと話した人が勝ち」などと、速さ
を競わせるゲームである。このようなゲームの場合、
児童はターゲット・センテンスをきちんと言わない
ことが多いので、「正確さ」を求めたい時に相応しい
タスクではない。これは「正確さ」を身につけた後
に、流暢さを身につけさせる段階で導入すると効果
的である。 
４．ゲーム中の留意点 
次に、ゲーム等のアクティビティ中に気を付ける
べきことを挙げたい。ゲームに夢中になった児童は
目的を忘れて、日本語を使ってしまったり、勝ち負
けにこだわって授業を乱すなどの行為が見られるこ
とがよくある。このような行為があった場合は、そ
の都度、指導する必要があるが、限られた授業時間
の中でゲームをスムーズに行うために事前にきちん
と児童にゲームの目的を理解させておくことが大切
である。一方で、日頃から児童に授業を受ける態度
を身につけさせ、規律を守れるクラス作りをしっか
りしておくことは言うまでもない。 
最後に、アクティビティを選定する際にまず考え
なくてはいけないこととして安全面への配慮を挙げ
たい。小学校では何をするときもまず児童の安全を
考える。特に中学年はまだ大人の予想に反する動き
をすることがあり、ゲームに夢中になり過ぎて友達
にけがをさせてしまうようなことも起こる。筆者の
関わる小学校では、安全面の配慮から椅子取りゲー
ムはやらないという方針の担任もいた。このような
ことはティーム・ティーチングを一緒に行う ALT 等
外部人材は認識がないことが多いので、担任自身は
言うまでもなく、こうした人材にも安全面の配慮に
ついて認識を共有しておくことが大切である。 
５．他教科、領域との関連 
新小学校学習指導要領には、外国語科、外国語活
動で取り扱う題材は、より児童が興味・関心を持て
る他教科での既習事項や学校行事に関連した話題な
どを取り上げるように述べられている。教師用テキ
スト指導編には具体的にどの教科とどのように関連
付けられるかがヒントとして示されるので参考にす
るとよい。 
藤田（2017）は、他教科や領域と関連させること
は歌を歌ったり絵を描いたりする活動にとどまらず、
他教科ですでに学んだ内容、知識を使うことと指摘
する。例えば、食べ物を取り扱う授業では、栄養（家
 庭科）、産地（社会科）、調味料等の分量（算数）な
どのテーマを取り扱うことで、授業が児童の知的レ
ベルに合ったものになり、英語に関する「知識、技
能」の習得のみではなく、学んだ知識や技能を使っ
て、思考力・判断力・表現力を身につけさせる授業
に発展させることができると主張する。このような
授業を展開するためには、CLIL 学習法を取り入れる
ことが効果的である。 
CLIL 学習法 (Content and Language Integrated 
Learning)は、「内容言語統合型学習で、英語を使って
学び、調べ、考え、伝える学習スキルを習得する学
習法」である（池田、2015、p.54）。藤原（2017）は、
これは他教科で学んだ知識を使って学習を発展させ
ることができることから、担任がすべての教科を教
えていて、児童の興味関心、習熟度を熟知している
小学校で取り入れやすく、先生方にも好評であると
報告している。 
CLIL 学習法の実践例として、酒井（2014）は総合
の時間に学んだ地域の特産品についての知識を広げ
た例、町田（2017）は、地元のイベントを 6 年生の
テキスト“Hi, friends!2”の内容と絡めて学習内容を
発展させた例、内田（2017）は、5 年生のテキスト
“Hi, friends!１”の学習内容を行事とタイミングを合
わせることで、児童が目的意識を持って活動できた
例を報告している。いずれも児童の主体的学びを実
現することができている。 
筆者は、数字の導入時には簡単な四則計算やグ
ループで協力して限られた金額内で買い物をする
ゲームを取り入れることが多い。数字の言い方を覚
えるだけでなく、買い物の疑似体験を通して学んだ
知識を活用する「思考力・判断力」を使うと同時に、
物を買いたい時は”～, please.” をつけることで丁寧
な依頼表現になるなどの表現力を身につけることが
できる。限られた金額内で買い物をするというゲー
ム性を取り入れることでドキドキ感も加わり、児童
に好評であると同時に、児童の実態をよく知る担任
であるからこそクラスに合ったやり方やルールを工
夫できる場面が多いアクティビティなので、教員に
も好評である。 
他教科の学習内容を取り入れることは、英語に苦
手意識を持っているが、その教科は得意という児童
にとって活躍の場となることもあり、積極的に取り
入れたい要素である。 
以上のことから、CLIL 学習法を取り入れた授業案
作成をできるようにしておくことはこれからの外国
語科、外国語活動を指導していくことになる教員志
望の学生にとっての大きな強みとなり、指導力を身
につけるうえで必須であると言える。 
Ⅴ．その他、教員養成講座で特に取り上げたい
指導項目 
１．ALT等外部人材とのティーム・ティーチング 
コア・カリキュラムに「ティーム・ティーチング
の在り方を理解している」という指導項目がある。 
新学習指導要領で（文科省、2017）は、外国語、
外国語活動いずれにおいても「学級担任の教師、ま
たは外国語を担当する教師が指導計画を作成し、授
業を実施するに当たっては、ネイティブスピーカー
や英語が堪能な地域人材などの協力を得る等、指導
体制の充実を図るとともに、指導方法の工夫を行う
こと」としている。 
充実したティーム・ティーチングによる指導体制
は、担任とこれらの人材とのよりよいコミュニケー
ションの上に成り立つ。そのために、担任がまず理
解しておかなくてはいけないことは、外国人はもち
ろん日本人の地域人材も外部人材であることには変
わりなく、元教員以外、小学校の組織や校長、教頭、
教務、校務の責任分担、教員の分掌他諸々の教職員
の共通認識から、必要な教材の保管場所、OA 機器
の場所や使い方まで何もわからない状態で、授業以
前に戸惑うことばかりである。これらはすべてよい
授業ができるかできないかにつながっていく大切な
ことである。一つ一つは些細なことばかりのようだ
が、外部人材が初めて着任したときには、ぜひ伝え
ていただきたいこととして特筆しておきたい。更に、
学校の教育目標、担当するクラスの学級目標も早い
段階で共有できるとよい。これも学習指導要領の記
述、「指導体制の充実」に含まれると考えられる。よ
いコミュニケーションができる環境作りは外国語活
動が目指す異文化コミュニケーションの第一歩では
ないだろうか。 
更に、指導助手がネイティブスピーカーの場合、
日本語がわからない場合がある。そのような時、担
任は英語で打ち合わせができる最低限の語彙、表現
を身につけておく必要がある。また、文化の違いか
らくる摩擦解消のための英語表現も覚えておく必要
がある。文科省が行っている現職教員向けの研修「英
語教育推進リーダー中央研修」で、机に座る、遅刻
する等の ALT に、守ってもらいたいルールや相応し
 くない行為を改めてもらいたい時に使う英語表現を
紹介している。必要な時に使えるように、大学教員
養成課程でも指導しておくことが望ましい。 
しかし、ティーム・ティーチング現場で最も課題
となっているのは「打ち合わせ時間の確保」である。
これは平成 26 年度の文科省の調査『平成 26 年度小
学校外国語活動実施状況調査』で、３割弱の教員が
今後の外国語活動の課題と回答している通り、現場
では必要性は感じているが、実際には非常に難しい
ことである。フルタイム勤務ではない ALT 等指導助
手と、放課後まで職員室に戻ってこない担任で打ち
合わせの時間を確保することは非常に難しいのが現
状である。いくら担任がいい授業案を作ることがで
き、打ち合わせができる英語力を身に付けたとして
も、打ち合わせの時間が取れなければよい授業は成
り立たない。教員一人一人の努力だけでは、時間確
保には限界がある。このような現実を教員志望学生
には共通認識として持ってもらいつつ、これから学
校全体、教育委員会も一体となって打ち合わせ時間
確保のための体制を整えていくことが不可欠である。 
２．音声 
小学校外国語教育で目指すべき発音は、高山（2010, 
p.88）が、「通じる英語」として定義する「英語母語
話者、非英語母語話者のどちらの聞き手に対しても
理解可能性の高い発音」が相応しいであろう。（1）そ
の上で、指導者としての教員は、最低限、日本語に
ない音声 f, v, r, th などを明示的に指導できる知識を
身につけておく必要があると考える。筆者が 6 年生
の児童に具体的に発音の仕方を説明した時、「それま
で話そうとしなかった児童が話そうとし始めた。」と
担任が報告してくれたことがある。曖昧なままわか
らないことを口に出すことに抵抗を感じている児童
は少なからずいる。 
３．正書法 
新学習指導要領では、正しく英語を書き写すこと
ができることが、目標として設定されている。現在、
筆者の勤務校では、アルファベット導入時、文科省
が作成した補助教材 ”Hi, friends! Plus” （文科省、
2016） のワークシートを使用して、5 年生で大文字
を、6 年生で小文字を扱っている。補助教材を使っ
て文字の書き順、罫線に合わせる書き方、ストロー
クの長さ等の注意事項を伝え、きめ細かい指導をし
ている。これは中学校への接続を意識して取り入れ
ており、実際、アルファベットを正しく書けるよう
になっておくことは中学校からの要望でもある。し
かし、高学年になってから限られた時間内で習得さ
せようとしてもなかなか難しいのが現状である。3
年生の国語科でのローマ字導入時と連携させれば、
効率的かつ時間をかけて繰り返し学ばせることがで
きると考えられる。これはすべての教科を指導して
いる担任だからこそできることであろう。 
このように小学校外国語教育でアルファベットの
正書法は重要な学習事項であり、教員養成課程では
学生に徹底しておくべき事項である。 
４．異文化理解 
新学習指導要領【外国語活動】第 1 目標（1）に、
「外国語を通して、言語や文化について体験的に理
解を深め、」という記述があり、3 年生、4 年生の年
間指導計画例（案）（文科省、2017）の単元目標の中
には「多様な考え方があることに気付く」というも
のがいくつかの単元で見られる。このことから、「異
文化理解」は中学年の外国語活動の重要な課題であ
ることを教員志望の学生は十分に理解しておく必要
がある。 
次に、教員養成課程で学生に共有しておきたい小
学校現場での「異文化理解」を促す活動の実践を述
べたい。 
実践例 1 つ目は、授業の中で異文化理解を深め、
多文化共生への意識の芽生えを促すきっかけを担任
がうまく作った例を紹介したい。 
それは、5 年生のテキスト”Hi, friends! 1 ”（文科省、
2012）の Lesson 3 で、世界の数の数え方を学ぶ授業
の時の事例である。そのクラスには、スぺイン語圏
からの帰国子女、アメリカにバックグラウンドがあ
りスペイン語も少しわかる児童が在籍している。世
界の数え方をデジタル教材で見た後、担任はそれぞ
れの児童にスペイン語で実際に数を数えてもらうと
いう活動を行った。児童たちの中に、お互いの個人
的背景、アイデンティティの違いを認め、尊重し合
う雰囲気が生まれた。これはコア・カリキュラムの
「1．授業実践に必要な知識・理解（1）小学校外国
語教育についての基本的な知識・理解」の項目に挙
げられている「児童や学校の多様性への対応」にも
通じる。英語至上主義にならないよう配慮すること
は、外国後活動の大事な目的と言えるだろう。 
2 つ目の実践例は、学校にゲストを迎えるという
もので、一人の児童の家庭にホームステイをしてい
 たアメリカ人留学生の高校生を学校に招き、3 年生
と 6 年生の外国語活動の授業で、自己紹介やアメリ
カの学校についてなど話してもらい、児童のインタ
ビューに答えてもらった。 
活動中は、必要に応じてALTの筆者が通訳したが、
多くの児童は習ったばかりの英語表現を使って質問
をし、通じた喜びと達成感を体験した。特に英語が
できる児童がいるクラスでは、その児童が通訳した
り、クラスメートに英語表現を教えてあげるなど、
児童が協力してネイティブスピーカーとのコミュニ
ケーションを体験することができた。 
このように「異文化理解」に関わる活動は、学校
外で英語を習っていて、授業で取り扱う言語材料が
簡単すぎると感じている児童が活躍でき、授業では
味わえない楽しさを感じられるという利点がある。 
また、このような児童は、世界の様々な国の挨拶
や文字を取り扱う単元で、振り返りカードに、「学校
の英語は楽しい」と書いている。「異文化理解」のた
めの活動は、スキル向上のみを目指すわけではない
学校の外国語活動ならではの活動で、言語知識にか
かわらず、すべての児童が関われる刺激的で興味深
いものとなる。 
児童が本物のコミュニケーションを体験できるこ
のような活動を入れることで、「学んだ知識と技術を
使って何ができるか」「体験を通して学ぶ」という新
学習指導要領の目標に沿った活動になる。小学校は
難しく考えず、ここに挙げたような活動を授業に上
手く組み入れることで児童に多くの実体験をさせる
機会を作ることができる。 
Ⅵ．おわりに 
本稿では、文科省作成の「コア・カリキュラム」
を精査し、大学教員養成課程において、現場から見
て特に優先すべき重要事項と考えられる項目を取り
上げ、指導内容を提案した。 
小学校外国語教育授業実践のために必要なクラス
ルーム・イングリッシュの知識、授業案作成時の留
意事項、外国語活動には欠かせない外部人材とのよ
りよいティーム・ティーチングのために知っておく
べきこと、授業実践に最低限必要と思われる英語に
関する知識や異文化理解の実践例を挙げた。 
現外国後活動の教科化に伴う重要事項として評価
の問題があるが、文科省から具体的な情報が出され
ていないのでこの論文では触れていない。今後の動
向を注視していく必要がある。 
注 
（1）高山（2010）は日本人英語学習者の発音を通じ
にくくしている要因は、母音の不必要な挿入と強
勢の位置を間違うことと推測している。 
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